
 

 
野生のアライグマが鳥インフルエンザ（Ｈ５Ｎ１）に

感染していたと、今月初旬に開催の日本獣医学会
で発表がありました。国内での野生動物の感染は、
下表のとおりオオハクチョウなど鳥類３種では確認
されていましたが、哺乳類は初めてです。 

感染していたアライグマの中には、ニワトリや野
鳥での感染報告のない地域もあるため、地域に関
わらず、日頃からウイルスの侵入防止策を徹底して
おく必要があります。 

鳥だけでなく、家庭で飼っている
動物は、野生動物との接触がない
よう注意が必要であり、野生動物
は、ほかの病原体を持っている可
能性もありますので、むやみに接
触しないことが大切です。 

 
表 野鳥の鳥インフルエンザ（Ｈ５Ｎ１）確認事例 

確認年 都道府県 種 類 

２００４年 京都府・大阪府 ハシブトガラス

２００７年 熊本県 クマタカ 

２００８年 秋田県・北海道 オオハクチョウ
（農林水産省調べ）  
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「感染拡大の防

止と健康被害を

最小限にするこ

と。」 「社会・経

済を破綻させな

いこと。」が目的

だね！ 

新型インフルエンザが海外で発生すれば、交通手段の発達等により、日本への侵入も避けられないと
考えられています。ひとたび国内で発生すれば、感染拡大により、健康被害は甚大となり、社会・経済の
破綻が危惧されることから、こうした事態にならないよう「新型インフルエンザ対策行動計画とガイドライン」
の全面的な見直しがされました。 

行動計画では、下図のように発生段階を５つに分類し、それぞれの段階に応じた対策を定め、自治体
や事業者、住民の役割が示されました。例えば、国内発生早期に患者が発見された都道府県では、感染
拡大予防のため学校を全て臨時休業にし、外出せず自宅での勉強をお願いすることになります。 

また、ガイドラインでは、医療の確保、社会機能の維持など、各分野での対策がまとめられました。 



 
 

 
新型インフルエンザ流行時には、企業等の従業員の最大４０％程度が欠勤し、発生から終息までに 

約２ヶ月かかると想定されています。 
企業等は、新型インフルエンザ対策に加え、通常業務を円滑に行うため、流行時を想定した業務継続

計画（ＢＣＰ：Ｂｕｓｉｎｅｓｓ Ｃｏｎｔｉｎｕｉｔｙ Ｐｌａｎ）を策定しておくことが不可欠です。 
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新型インフルエンザＮＥＷＳ №１２

（平成２１年５月１２日発行） 

・トピックス 

・改訂ガイドライン（第 1 弾） 

・用語解説（Ｎ９５マスク） 

・消毒 

－ 間に合わない 流行が始まってからの ＢＣＰ策定では － 

（用語解説） 

Ｖｏｌ．４ 

どんなに感染防止に努めて
いても、１００％防げるとは限
りません。感 染 した場 合 でも
素早く対応できるように、毎日
体調をチェックして、異常を感
じたらすぐに保健所に連絡し
ましょう。 

企業等における基本的な考え方 
 

流行時であっても、重要業務を継続していくに
は、早期の段階から感染リスクの高まりに応じた
次のような対応が必要となります。 

 
①感染防止策の実施・強化
②不要不急の業務の縮小・

休止 
③一部営業窓口の閉鎖、在

宅 勤 務 の活 用 等 の体 制
整備 

④継続する重要業務を必要
最小限に絞り込み 

俺様は従業員を
最 大 ４ ０ ％ 欠 勤
さ せ る 力 が あ る
ぞ！ 

 
 
  

発熱や倦怠感などの症状が出て、感染の疑い
があるときは、保健所に連絡して相談します。 
 感染初期には、新型インフルエンザに感染したか
を判断する病院（発熱外来）と入院して治療する病
院、新型ンフルエンザ患者を受け入れない病院に
分かれます。 
 かかりつけの病院に駆け込むと、その病院で感
染を広げてしまう可能性がありますので、連絡なし
に病院へ行ってはいけません。 

②感染の疑いがあるときに 
かかりつけの病院に行ってはいけない  

 
  

同居家族のひとりが感染した場合は、他の家族
も感染している可能性が高いので自主的に自宅待
機し、保健所へ連絡します。 
 また、看病の手段を考えるなど、事前に少しづつ
準備しておきましょう。 

③家族のひとりが感染したら、 
全員が感染したものとして行動する 

 
 
  

朝起きたら、家族全員の体温を測りましょう。感
染すると、３日程の潜伏期の後に、発熱から症状
が現れるとされています。 

①家庭での過ごし方 
まずは、毎日の検温！ 

パミック 

 

－ 例えば保健所の場合 － 
 
○発生時において、府民の生活を守るため

に行政機関としての継続すべき業務と、一  
時休止すべき業務をあらかじめ決めておき 
ます。また、新たに加わる業務とその量を
想定しておきます。 

○最大４０％の職員の欠勤率を考慮し、上記
業務が継続できるような人員配備計画を
準備しておきます。 

○感染防止に関する技術習得の訓練や、感
染防御のために必要な物品（個人防御具
等）を準備しておきます。 


